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はじめに
ピュール神父 (abbeMichel de Pure, 1620-80)の『オ女または閾房
の秘密』1l (la Precieuse ou le Mystere des ruelles, 1656-58)は，神
父自身が17世紀中頃の閾房 (ruelle)2lに常連客として出入りし，そこで
「オ女」 (precieuse) について実際に見聞したことをプレシューな人々の
会話を通じて紹介した風俗小説である。この作品の中でオ女達が関心を寄
せる話題は，恋愛，結婚，言葉の用法，文学作品の批評，流行のファッショ
ンなど様々な分野に及んでいる。このことは，プレシオジテが単に文学的
領域のみにとどまる流行ではなく，当時の上流社会の人々を広く取り巻く
社会的・精神的現象だったという事実を物語っている。 R.プレは， この
小説をプレシオジテに対する諷剌的な作品 (satire) と位置付けた上で，
文学作品として内容に冗漫な点があることを指摘しながらも，作品自体の
面白味や歴史的・社会的価値は否定せず，その諷刺も楽しく寛容なもの
だと述べている。”また， R.ラチュイエールは， プレシオジテに関する
1) 題名にある「閾房の秘密」とは，ある 3人のオ女が考え出した， 自分達の
「会話」に対する美しい呼び名である。なお，本論に現れるこの作品の登場人
物達の性別は以下のとおりである。すなわち， アガトント， フイロクリス，
ポリデ，ュラリー，ソフロニスプ，メラニール，アラシー，ネオシーは女性，
パルテノイドとジェラジールは男性である。
2) ここで，「閻房」とは，「17世紀に貴婦人が客を迎え文学談義を交わした寝台
のある小部屋」（『プチ・ロワイヤル仏和辞典』）のことを指す。
3) R. Bray, La preciosite et les precieux, de Thibaut de Champagne 
d Jean Giraudoux, Paris, Nizet, 1948, p. 132 
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重要な記録 (temoignages)として， モリエール (Moliere)の『オ女気
取り』 (lesPrecieuses ridicules), 'ノメー ズ (A.B. de Somaize)の『辞
典』 (leDictionnaire des precieuses)とともにこの小説を挙げている。 4)
ピュール神父の小説は，これらの作品と比べて諷刺的な色彩が薄い分だ
け，プレシオジテの理解に役立つ信憑性の高い記録として一般に評価され
ているのである。
本論の目的は，この作品における服装，言葉，結婚の話題に着目し，オ
女の趣味や物の考え方，ひいては，彼女達が共通してもつ性質を明らかに
することである。
1 . 服装
この小説の主題である「オ女」とはどのような女性なのか。『プチ・ロ
ベール仏語辞典』は，女性名詞《precieuse》を， 17世紀において「感情
や凝った言葉遣いに関して新しい洗練された態度を取った女性達」と定義
している。登場人物のアガトント (Agathonte)はオ女について次のよう
に語る。
かくして，人々は今日，他の一般の人々に具わっている平凡な価値か
ら抜け出ることのできた，全く独自の性質と地位を獲得した若干の女
性達をオ女と呼んでいます。 5)
R. プレは，オ女の条件として，無知から逃れるための教養，洗練された
優雅さによって抜きん出るための探求 (recherche), そして自負 (preten-
tion)を挙げ，「プレシオジテは常に努力を前提とする。」と結んでいる。 6)
4) R. Lathuillere, La preciosite, etude historique et linguistique, t. I, 
position du probl釦me~ les origines, Geneve, Droz, 1966, p. 83 
5) Michel de Pure, La precieuse ou le myst年redes ruelles, l" et 2' 
parties, p.p. E. Magne, Paris, E. Droz, STFM, 1938, p. 12 
6) R. Bray, op. cit., pp. 138-139 
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才女のもっぱらの課題は， 日常生活のあらゆる面で一般の人々よりも秀
でることである。そのための努力によってオ女らしさが生まれ，オ女とし
ての地位が保たれる。そこで，瞬時に， しかも効果的に周囲の注目を集め
るのは，服装などオ女の身体を包み込む表面的なものである。フィロクリ
ス (Philocris)は，あるオ女が身に付けているスカートを描写し，ペチ
コー ト (jupede dessous)とその上に重ねてはくスカート (jupede dessus) 
の両方を身にまとう流行を紹介する。
でも私は，彼女がペチコートを袖口や頭に付いたリボンの結い目
(galants)と調和させるあの新しい流行を追っていることに確かに気
付きました。そのため，今では2つのスカート，すなわち，輝くスカー
トと必要のためにはくスカートを身に付けることが義務付けられます。
最初のスカートは，贅沢で豪華なので色をもつことが免除されます。
そのスカートは特別扱いされるのです。それは金色と銀色に覆われて
いればよく，そのことによって，移り気なところや無頓着なところ，
お気に入りの色が非難されずに済みます。でも，ペチコートは掟に従
わざるを得ません。もし，亜麻の灰色か緑色，またはくすんだ青色，
黄色，あるいはクリーム色が広まっていれば，目で自分の色の好みを
考慮して，ペチコートが飾りや装身具に仲間入りするようにしなくて
はなりません 7)0 
続いて，ポリデ (Polidee)がフィロクリスにこれら 2種類のスカートの
名前とそれぞれの役割を教える。
あなたは，あるオ女がこれら 2つのスカートをどう呼んでいるのかきっ
と御存知ないでしょう。彼女は上にはくスカートを「粋なスカート」
(la Friponne), ペチコートを「貞淑なスカート」 (laFidele)と呼ん
7) Michel de Pure, op. cit., pp. 361-362 
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でいます。一方は目を暗まし，また，騒されやすい人々の目を欺くこ
とのみに役立ち，他方は愛する人の色を帯びて，いわば理想的な愛の
段階にそっと辿り着くからです＼
この報告から明らかなように，オ女は時代の流行の先駆者である。オ女
は，視覚に訴える方法が他の人々と自分との差異を強調するのに極めて有
効なことを熟知している。金銀に輝くスカートで他者の目を眩惑するオ女
にとって，お洒落は，自己満足のためだけではなく，他者に自分の存在を
強烈に印象付ける 1つの手段でもある。 J.スタロバンスキは『生きた目』
の中で次のように述べている。
1人の人間が自分の姿を素晴らしく見せることができれば，必ず世界
の中心となる。つまり，その人を見ると，自然はまるごと活気づき，
姿を変え，何物もその影響を免れないのである。 9)
才女は，自分を美しく表現することで場の注目を浴び，その結果，周囲の
自分への評価を高めるのである。オ女は常に他者の視線を意識している。
また，オ女は，服装以外のことへの配慮も忘れない。ュラリー (Eula-
lie)は，対人関係における外見の重要性を次のように説く。
かな
外観や外見は礼儀に適った関心と立派な分別の唯一の対象となること
をよく理解し，確かなことと考えて下さい。心の感情と魂の動きは，
他人の裁けるものではありません。誰も，心の中のことに判決を下す
権利も，心の中に入り込む権力ももっていません。でも，感覚でとら
えられるもの，外側に現れるものは，理性的な判断の恩恵に浴するだ
けでなく，無知な人々や軽率な人々の非難にもさらされるのです。常
8) Ibid., p. 362 
9) J. Starobinski, L'面 lvivant, Gallimard, 1961, p. 32 
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識つまり共通感覚 (senscommun)がそのことを裁く最高の裁判
官です。……目に見えるものが人に不快感を与えないようにして下さ
い。御自分のために， うわべや外見を取り繕って下さい。10)
このように虚飾に専念する傾向はオ女の軽薄さを意味するのだろうか。
それとも，彼女達には別の意図があるのだろうか。 J.スタロバンスキは
「見かけ」 (paraitre)について次のように説明する。
見かけとは，従って，前から存在する「性質」の忠実な表れでも，
（前から存在する真実をやはり前提とする）純然たる偽りでもなかろ
てら
う。街いとは，ほぼ偽りに近いものでありながら真実に近いものだろ
う。つまり，それは，現実における実現を追求する，何かになろうと
する意欲，虚構である。11)
お洒落に限らず，何らかの態度や性質を装うことは，オ女にとって，思い
描く自分の理想像に近づくために，また，オ女としての存在理由を証明す
るために，自分本来の価値に新たな価値を追加することにほかならない。
それ故，一般大衆よりも優位に立とうとする向上心に溢れたオ女の姿勢は
軽蔑すべきものではなかろう。「プレシューであることとは， 自分を引き
立たせたいと思うこと」12) だからである。
一方，外見に神経質なほど気を配るこうした傾向は，同時に，オ女特有
のアレルギーを生じる。 R.プレは，コタン神父 (abbeCotin)の「優美
な手紙』 (Lettregalante)から，あるオ女についての興味深い逸話を引
用している。
10) Michel de Pure, op. cit., p. 23 
11) J. Starobinski, op. cit., p. 51 
12) J.-P. de Beaumarchais, D. Couty, A. Rey, Dictionnaire des littera-
tures de langue franr;aise, Paris, Bordas, 1984, p. 1786 
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あるオ女が全く毛のない犬を実際に見たために気を失い，失神から
覚めた後，そんな恐ろしいものが自分の前に現れた部屋に二度と入ろ
うとはしなかったことを知りませんか。なるほど，毛を刈られたビショ
ン犬を見ると，脅えてしまうだけの理由はありました。彼女がいうよ
うに，裸の部分は想像力を汚してしまうのです。13)
ここに登場するオ女は肌の露出した犬に対して生理的な拒絶反応を示して
いる。極端な例とはいえ， この証言は，才女が物質的・肉体的・具体的な
ものを強く否定したことを明らかにしている。オ女がある対象を嫌悪感な
く受け入れるためには，それが何かで覆われている必要がある。従って，
人間を対象として考えれば，衣服や装飾品はオ女にとって自分の身体を美
しく，優雅に「包み隠すもの」といえよう。
2. 言葉
会話は，サロンや閾房に集まった人々にとって，優雅な交流に欠かせな
い最も楽しい知的活動だった。当然，会話の中で用いられる言葉は人々の
関心を強く惹きつけた。この小説の中には言葉の用法について議論する場
面がある。
パルテノイド(Parthenoi:de)は1人のオ女と動詞《aimer》の用法につい
て議論する。そもそも， 2人の意見の対立の発端は，この動詞に対するオ女
独特の考え方にある。彼女は，《aimer》の用法の問題点として，《j'aime
le fruit》という例に見られるように， この動詞が果物や料理など食欲の
対象となるものを直接目的補語として取ることの滑稽さを指摘するのであ
る。彼女はパルテノイドに，「愛される御馳走」 Cunbon morceau aime) 
と呼ぶのは「愛すべき御馳走」 (unbon morceau aimable) と呼ぶのと
同様に馬鹿げていると教えた上で，次のようにいう。
13) R. Bray, op. cit., p. 151 
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それは，ぶどう酒をクロリスと見倣して扱ったり，愛する女性呼ばわ
りするようなものです。ああ，愛すべき (aimable)かぼちゃよ！
ああ，崇拝すべき (adorable)脂身よ！ 愛の奇跡，美食の辛いソー
スよ!14) 
彼女は，食べ物の美味しさを評価する時，《aimer》の代りに《goiiter》•
<approuver>• 《estimer》の使用を勧め， あくまでも《aimer》の意味
範囲の限定に執着する。その理由は次のとおりである。
でも，「愛する」 (aimer)という語は，正しく話そうとする心遣いが
乏しいために，感覚や味覚の働きに対して，はなはだ不正に， しかも
分別なくうっかり適用してしまうそのような下品な表現を限りなく越
える言葉なのです。15)
彼女は，《aimer》の直接目的補語を，食べ物のような物質的・具体的な
ものではなく，精神的・抽象的なものにどうしても限定しようとして譲ら
ない。なぜなら，食べ物が「愛する」という気高くて尊い精神的行為の対
象となることに強い不快感を覚えるからである。
明らかに，このオ女は，恋愛を神聖視するあまり，《aimer》という動
詞をも特別扱いしている。このように，言葉の用法に主観的な制限を設け，
ある言葉を他とは異なる特別な地位に置くことによって，言葉の間に価値
に基づくヒエラルキー，つまり序列を設けたがる傾向は，才女達の言葉に
対する考え方を探る上で注目すべきものである。
3. 結婚
結婚はオ女にとって決して恋愛の延長線上にはなかった。オ女が理想と
14) Michel de Pure, op. cit., p. 74 
15) Ibid., p. 76 
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するプレシューな恋愛では，女性は絶対的な存在であり，男性は愛する女
性に忠誠を誓い，辛抱強く奉仕に励むだけの役割しかもたなかったといえ
る。スキュデリー嬢 (Madeleinede Scudery)の『クレリー』 (Clelie)に
収められた「愛の地図」 (laCarte de Tendre)は，プレシューな恋愛の
過程を描き出した縮図である。ところが，このような恋愛は，サロンや閾
房に集まる上流階級の人々の交流の中で成立し，発展したので，社会全体
に普及する性質のものではなかった。つまり，それは，社会的トポス（空
間）における，ごく限られた人々の間の知的・精神的遊戯にすぎなかった
のである。それと比べて，結婚は現実の生活に根差した社会制度である。
才女にとって結婚とはどのようなものであったのか， これから見ていこう。
ュラリーは結婚について思うことを次のように語る。
……自分の夫に対して尊敬の念をもつことができたとしても，私はや
はり結婚に途方もない嫌悪を抱いてしまいます。そこで，私は，今の
私と，なろうとすればなれる私，すなわち，既婚女性の状態と未婚女
性の状態を区別します。要するに，それらは「隷属」 (esclavage) と
「自由」 (liberte)というこれら 2つの言葉で適切に区別できると思
います。というのは，……死ぬまで続くこうした束縛による暴虐ほど
残酷で苛酷で耐え難いものはないからです。16)
彼女は結婚生活が隷属の状態を強いるものだと考え，強い反発と嫌悪感を
抱いている。なぜなら，結婚は，プレシューな恋愛で自由を謳歌するオ女
を様々な制約のある現実世界に否応なく引き戻すからである。彼女は恋愛
と結婚との間に何らつながりを見出せない。彼女は結婚生活の苦痛につい
てこう語る。
（几帳面で貞淑な）女性はある耐え難いことに耐えなくてはなりませ
16) Ibid., p. 281 
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ん。……彼女は，自分の凍りついた胸に夫の熱情を受け入れ，感覚と
心をぞっとさせる，気に入らない男性から愛撫を受けなくてはなりま
せん。彼女は夫の腕の中にいて接吻を受け，嫌悪と苦痛のあまりどん
なに異議を申し立てようとも，服従して征服者の掟を受け入れざるを
得ないのです17)。
ュラリーがこれほどまでに結婚生活を嫌悪する理由は明らかである。結
婚後，夫の支配下に置かれて自由を失うことに加えて，プレシューな恋愛
で尊重される愛の精神性よりも肉体的な官能性が露骨に現れてくる時，結
婚はオ女にとって耐え難いものとなる。『オ女気取り』に登場する似而非
才女もまた同じ理由で結婚を拒絶している。
伯父様私が申し上げられることは，結婚が私には全く不快なものに
思えるということです。真っ裸の男の人のそばで寝るなどという考え
がどうして許せるでしょうか。18)
結婚に失望すればするほど，オ女は恋愛を理想化しようとする。福井芳
男がオ女の恋愛について，「•…••オ女は肉体的な愛をひどく嫌った。……
才女が愛の肉体的側面を嫌悪するのは，愛を純化することを望むからであ
る。……心の結び付きこそ，恋する者がオ女に期待できる唯一かつ最高の
特権である。19)」と述べているように，プレシューな恋愛の特徴は愛の純
化，つまり，肉体的側面の排除である。物質的・肉体的なものを嫌う傾向
はここにも現れている。汚れのない純粋な愛のみを追求するという意味で
は，プレシューな恋愛は現実逃避的であり，その空想世界はオ女が結婚生
17) Ibid., pp. 282-283 
18) Moliere, Les precieuses ridicules a vec des notes par F. Angue, 
Univers des Lettres Bordas, 1988, p. 49 
19) Y. Fukui, Raffinement precieux dans la poesie frani;aise du XVII' 
siecle, Paris, A.G. Nizet, 1964, p. 32 
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活の束縛に喘ぐ現実世界のまさに対極に位置するといえよう。
さらに，ュラリーは，結婚後新たに加わる束縛として妊娠と出産に言及
する。
ある美しい貴婦人は，義理の両親，祖父，継母ら，そして煩わしい古
き時代の奇妙な遺物を全て丁重に埋葬して，ようやく自分が不幸から
解放されたと思う時，別の不幸の中に再び落ち込むのです。彼女は老
化を嘆かなければならなかったのに，今では，子を宿せる溢れんばか
りの若さを嘆くのです。その若さのために，彼女は母親になり，毎年，
新たな重荷に，目に見える危険に，煩わしい役目に，言語に絶する苦
痛に，そして無数の不愉快な結果に身をさらすのです。20)
結局，オ女にとって致命的な不幸とは，結婚生活という現実の中で，自
分はオ女である前に 1人の女性にすぎないという事実をはっきりと思い知
らされることである。
そこで， この小説の登場人物達は，結婚の改革を目指して積極的に議論
と提案を行っている。まず， ソフロニスブ (Sophronisbe) は，既婚女性
の生活の不自由を解決するためにこう提案する。
相手を気持よく受け入れている限り，お互いが気に入っている限り，
結婚は継続すべきでしょう。敵意か飽きが生じたら，直ちにその関係
と誓約を終わりにします。初めて生じた不満が満たされなければ，共
同体を解消します。そして，さっさと女性は自分の心の支配者となっ
て，他の人のために自分の心を自由にできるでしょう。21)
夫婦間に不和が生じた場合，関係を修復することなく，それをきっかけに
20) Michel de Pure, op. cit., pp. 284-285 
21) Michel de Pure, La precieuse ou le myst釦redes ruelles, 3'et 4' 
parties, p.p. E. Magne, Paris, E. Droz, STFM, 1939, p. 36 
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結婚生活に終止符を打つことにより，女性は速やかに自由を回復するので
ある。
メラニール (Melanire)は，予め契約期間を設定した結婚生活を提案
する。契約は条件さえ満たせば1年ごとに更新される。
1年後，希望と欲求に応じて約束されていたものが手の中にあること
がわかった時，次の 1年間再び関係を結びます。新しい契約をするの
です。お互いが再び心に愛情を抱きます。そして，新たな配慮によっ
て，同じ好意が続くように相応の努力をします。あるいは，誤った判
断，飽きから生じるもめ事，異常な趣味のために期待が裏切られた時
は，その年の期限が切れると拘束はなくなり，各自が自分の伴侶との
誓約を解き，自由を取り戻した上で，どこか一層快適な所でその自由
を拘束しようとします。従って，楽しみだけがあるのです。22)
彼女達の提案では， 2人の愛情が維持される限り結婚生活は続くと考えら
れる。
次のアラシー (Aracie)の提案は，結婚生活を第一子誕生後に打ち切る
ことを予め決めておくという点で，愛情より契約を優先しているといえよ
う。
私は，結婚期間を制限して，第一子の生まれた時をその期限として
定めておく方がはるかに良いと思います。夫婦がお互いに胸を燃やし
花かし
たその誠実な炎からあの初めての作品や天の恵みの証が生まれた後，
彼らは富を分配するのです。子供は父親に残り，自由は妻にとどまり，
父親はその作品の価値に見合ったかなりの金額を支払うことで，妻に
感謝するのです。かくして，受胎性はその報酬と褒美をもらうことに
なります..….23 
22) Ibid., p. 28 
23) Ibid., p. 39 
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この提案における結婚生活解消の鍵は第一子の出産である。その任を無事
に果たすことで妻は自由と報酬を獲得することから，才女には苦痛と束縛
以外の何物でもない忌まわしい出産が，結婚期間を最小限にとどめる手段
と条件になっている。ただ，この提案も母性を否定する段階には至ってい
ないようである。
これまでの提案は，女性の自由の回復のために結婚生活の解消のみを主
張しているが，結婚生活における妥協が考えられなかったわけではない。
ネオシー (Neossie)は，家庭内での夫婦の役割を公平にすることで問題
の解決を図ろうとする。
私はただ，私達女性があなた方男性と権威を分かち合うことを望んで
あるじ
いるだけなのです。つまり， 1か月か 1年の間，夫が主となること，
そして，順番が回ってくると，妻は夫と同じ期間だけ同じ支配力を行
使したり，自分が主の職務を果たしている年に生まれてくる子供に名
前と武器を与えたりする権利をもつこと，夫は契約を結びたければ妻
から権限を与えられることに従うこと，要するに，同じ期間，妻が夫
のように振舞い，夫が妻の役割を演ずることを望んでいるのです24)。
彼女は，夫婦の倦怠期を克服するための良案として，夫との別居も勧め
る。
いつもいる夫はこの上なく堪え難い相手です。というのは，夫にど
んな情熱があろうと，妻と夫の間にどんな友情があろうと，相手に対
する配慮から生ずる一種の窮屈さ，あるいは，習慣や親密さから生ず
るひどく不愉快な冷淡さが常にあるからです。……相手を占有してい
るために和らいでしまった欲望を蘇らせるためには，また，習慣のせ
いで鈍り，殆ど気が抜けてぼけてしまった楽しみにちょっとした刺激
24) Ibid., pp. 48-49 
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を与えるためには，少し別居を取り入れることが必要です。25)
結婚がその後の人生の幸不幸を左右する決定的な要因だとすれば，結婚
前のオ女が結婚に慎重な態度を取るのは当然である。あるオ女が，不幸な
結婚を避けるために結成されたオ女達の同盟について次のように語る。
……私は，それ以来あらゆる種類の愛情に対して陰謀を企て始めまし
た。そして，一種の独身生活を確立するために，あるいは，あまり若
いうちに結婚せずにできるだけ待ち，その間に最もふさわしい男性を
獲得できるように沢山の美点を身に付けておくという流行を打ち立て
るために，最も愛すべきオ女達とささやかな同盟を作りました。この
ことによって，多くの美女が，若い頃の愛の気紛れよりも30代の苦悩
を選ぶことを決心しました。26)
このような生き方は，社会的に結婚を課せられた当時の女性達の処世術と
して理解できるし，今日でも決して古いものではない。理想と現実の接点
を探るオ女の苦肉の策といえる。
また，結婚自体を人生の諸悪の根源と考える意見も見られる。ジェラジ一
ル (Gelasire)は結婚無用論を主張する。
結婚は全く必要ないでしょう。私達の祖先にあんなにもぶつぶつと不
満を呟かせ，無数の子孫を死なせることになるこの種の拷問は根絶す
る必要があるでしょう。というのは，誠実な男性や女性はそのことで
不幸になるからです。幸福という重みが2つの屋根にかかったり，満
足が2人に平等であったり，愛情を相互に分かち合ったりすることは
稀です。27)
25) Ibid., p. 84 
26) Ibid., p. 181 
27) Ibid., p. 22 
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このように，プレシューな人々は閾房の中で様々な意見を述べるが，果
して，今まで見てきたような提案は現実化したのだろうか。オ女は名実と
もに結婚の改革者となったのだろうか。ュラリーはオ女の結婚生活の様子
を次のように説明する。
というのは，オ女は，他の人々と同じような人の愛し方をしないのと
同様に，一般大衆と同じような結婚をしないからです。オ女は服従す
ることによって自分を高めます。オ女は謙虚になればなるほど誇りを
もちます。オ女には几脹面に保っている独特の節度があり，それによっ
て，オ女は，低俗な人々からの評価を越えて，流行と慣習の束縛から
解放されるのです。オ女は結婚していても，まるで結婚していないか
のようです。結婚も，それに伴う最も不愉快な結果の 1つである家事
も，オ女の心の平穏や精神の穏やかな働きを妨げはしません。オ女は
様々な義務を果たすことができます。オ女は夫と世間と自分自身に対
して等しく義務を果たすのです。28)
ここで見る限り，オ女は現実の生活に甘んじることを最善の答としている。
服従することが却って自分を高め，謙虚になることが逆に自尊心を育むと
いう考え方は，観念的な逆転の弁証法から導き出されたといえよう。つま
り，オ女は自分の精神的世界の中でのみ君臨するのである。
従って，オ女達が閾房の中で夢見た計画が理想どおりに成功したとはい
えない。彼女達自身が当時の社会の中で社会的・経済的自立を達成してい
ない場合，一方で他者に依存しながら，他方で声高に唱える彼女達の主張
は，現実性のない空論と見倣されてしまうからである。プレシューな理想
と，女性に関する当時の伝統的な社会的通念との対立点に，オ女の絶望的
な矛盾が存在する。
28) Ibid., pp. 53-54 
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おわりに
これまで，服装，言葉，結婚の話題を通じて，オ女の特徴を探ってきた
が，その結果，才女の意識の根底には事物の物質性・具体性を嫌悪する一
貫した傾向が見られることがわかった。また，結婚の議論の中で， 17世紀
のみならず，今から考えても現代的で斬新な意見が数々見られたように，
才女がフェミニズムと呼ばれる運動の先駆けとなる役割を果していたこと
は注目に値する。オ女は17世紀が生み出した女性の 1つの典型であり，精
神世界に生きる理想主義者である。当時のフランス社会においてオ女が果
した功績は決して無視できるものではなく，その功罪を明らかにした上で，
現代においても評価すべき点はいくつかあろう。
（博士課程後期課程）
